
意外に問いが多く出たことと、選択する段
階では、かなり類似した問いに収束してい
る様子が非常に印象的でした。

今回のテーマでは難しかったかもしれない
が、問いに対する回答を調べたりする方が
よいと思った。

授業展開の意図が分かりやすかったです
し、システマティックな構成で、とても洗練さ
れていると思いました。隣の班との資料交
換で新しい考え方を取り入れるところまで、
よく考えられているなと思っています。

教員はコメント（評価）してしまいがちなの
で、あのような場で、どのような声掛けが望
ましいのか、を考える機会があることは、教
員にとっても、学生との関係性を見直すうえ
で、非常に良い機会ではないかと感じまし
た、

もうすこし教員が説明する時間を少なくし
て、学生がワークに取り組む時間を十分に
取った方がよいと思った。

（教員と学生の関係性）フレッシャーズセミナーのような
少人数授業によって、入学早々の早い段階で学生と教
員、相互に、どういう人たちかというイメージが共有でき
て、良かったと思います。ただ、まだ遠慮しているなと感
じるところはありますので、学生との関係を深めていけれ
ばと思っています。（学生同士の関係性）この学科は人
数が少ないため、高校までのクラスのような顔と名前が
一致する関係になれそうで良いですね。班によって、フ
レッシャーズセミナーを通して、班の雰囲気が違うことも
よくわかりました。この班が固定化しないように、別の機
会ではシャッフルしてあげることも大事だなと思いまし
た。（学生と学習テーマの関係性）フレッシャーズセミ
ナーを通して、改めて、学生は与えられた問に答える姿
勢が染みついていると感じました。
　ハテナソンの自分で疑問を持つという姿勢に気づかせ
るという点は、フレッシャーズセミナーの締めくくりとして、
とても良いメッセージを含んでいると思います。

→学生のニーズ、希望をうまく引き出されて
おり、そのプロセスも大変参考になりました
し、得られた情報も今後授業を設計していく
上で貴重な資料になると思います。

ハテナソンの授業を体験するのは３回目で
す。コンセプトは大分理解できたと思いま
す。そのなかで、「開いた質問と閉じた質
問」のところの理解が不十分であると思って
います。（この作業で何をめざしているの
か、話されていたと思いますが、まだ腑に
落ちていない）

私の見た限り、すべての学生が積極的に
（楽しそうに）問づくりに参加している点は素
晴らしかったと思います。とくに、最後に他
のグループの問いを全員が評価して回るプ
ロセスが印象に残りました。

教員と学生間、学生間のそれぞれで別の
形ではありますが、相互に考えを刺激する
ことで新しいアイディアが生まれてきている
ように感じました。この新しいアイディアがま
た、学生たちの学習のテーマにもなってお
り、質問だしシートは今後の講義の参考に
なります。

特にありません。

問１の回答と重複しますが、積極的にグ
ループ内で活動している点には少々驚きで
した。今回の授業の内容によるものかもし
れませんが、教員と学生のコミュケーション
は少なかったような気がします。

大変興味深かったです。どんな些細なことでも問いを立
てることから始めてみる（一種の思考の言語化）というの
は常にしているようで意外とできていないと思います。
「閉じた質問」と「開いた質問」を書き換えるというプロセ
スは自身の参考になるものとも思いました。普段は、閉
じた質問を多用してばかりだな、とも感じます。
　また、適切なテーマ設定の難しさも感じました。先端生
命と産業生命で進路選択を悩んでいる受験生だとして、
聞いてみたい質問とは、とテーマ設定していたら、違った
回答が得られたのかも、と思いました。ただ、そうなると
質問自体なかなか出なくなっただろうな、とも思います。
　高校に訪問した時の分野説明会で活用できそうと感じ
たのですが、こういったワークショップ実施で最低限必要
な時間というのは、どの程度なんでしょうか。やはり最低
限、評価しない、相談しない、などの解説がいりますか。
　たった一つを変えるだけ、読んでみようと思います。

初めて拝見しましたが、未来志向の授業だ
との感想を持ちました。問いから始まるとこ
ろは、IBプログラムの中核であるTOK（知の
技法）にも通じるのではないかと思いまし
た。専門での展開も是非拝見したいです。

一言で表現するなら、「問いを立てる重要性
の認識」でしょうか。1回生には問いを立て
るのはハードルが高いかなと思っていまし
たが、想像以上に多くの問いが出てきて驚
きました。また、「1年前の受験生だった頃に
戻って考える」という誘導があったので、学
生が答えやすかったと考えます。

やはりアットホームなんだな、と感じました。
1年生から全教員の顔を知れている、教員
も学生の顔を見たことがあるというのは素
晴らしいなと思います。

とても和気あいあいとしていて、好印象を持
ちました。全教員、学生が一堂に会してや
るところも。

学生と教員の距離が近い印象です。1回生
から、学生と教員がお互いで顔と名前を把
握できていれば、今後の学生生活も充実す
ると思います。
　学生同士も積極的に意見を出し合える関
係性という印象を持ちました。

卒業研究でアンケート調査を行うにあたり、
学生が自身でアンケートの質問を考えるこ
とが出来ず、結果として教員が調査票設計
の大半に携わってしまう傾向がありました。
こうした経験を通じて、学生が自らアンケー
トの質問を考える良い訓練になるのではな
いかと感じます。

質問を共有するところなどは産業生命科学
演習1でも取り入れることができるかもしれ
ない。

着任前に、一度、高校の出前授業に行って
見せて頂きましたが、改めて、私のこれから
の授業で使えるようになと思っています。
　疑問を持つ思考を習慣つけることができ
れば、学生にとってとても良い学びに繋が
ると思います。
　授業で同じことをすれば、学生たちの中で
手法が共有できますし、繰り返すことで、疑
問を持つ思考が定着するように思いますの
で、部分的にも取り入れたいなと思いまし
た。

学生のニーズをとらえた情報として、教育
活動に参考にできるとともに、自分の研究
テーマである政策科学として、政策形成の
アプローチとしてもとても参考になりました。
互いの意見や想いをうまく引き出す方法
だったと思いますし、今後政策ニーズを引
き出すワークショップでも使わせてもらいた
いと思います。

直感として役立ちそうな気はしますが、具体
的な活用方法は、まだ思いつきません。

大いに役立つ（役立てたい）内容でした。た
だ、たとえば私が担当している「生物数学」
のような授業では、ある程度の基礎知識が
ない限り、いきなり問づくりは難しいのでは
ないかとも思いました。このような講義で
は、基礎知識について講義した上で、その
知識（たとえば、行列の計算や微分）などが
どのように生物学に利用できるかについ
て、問いを考えさせるようなアレンジが必要
かもしれません。また、教えてください。

１）少人数での大学説明会（＠高校）、２）
キャンパスツアースタッフとのアイデアだし、
３）職員の夏季研修など
　特に職員の研修は、KJ法を使ってやるこ
とが多いのですが、質問を立てる、というか
たちは新しくていいと思います。評価をしな
い、聞いたままに質問内容を書き取る、とい
うプロセスも、新鮮に感じるものかと思いま
す。

企業でも、会議（ほとんど不必要なものが
多いですが）によっては応用できるものが
あると思いました。

企画会議など意見を出し合う際は、実践し
てみようと思います。問いを否定・評価・意
見もせず、ひたすら出し続ける。そうするこ
とで、今まで気付かなかった視点を発見で
きそうです。

問１ 　問いづくり授業をご覧になり、どのようなご感想（⼀一⾔言で表現するとしたら、印象に
残ったプロセス、よかったこと、疑問や課題、改善案等）をもたれましたか。

問２ 　教員と学⽣生の関係性、学⽣生同⼠士の関係性、学⽣生と学習テーマの関係性、それぞれにつ
いて、何かお気づきになったことはありますか。

問３ 　問いづくりはご⾃自⾝身の教育研究活動／職務あるいはその他のことに役に⽴立立ちそうです
か。どのような場⾯面でのご活⽤用がイメージできますか。

問いづくりワークの風景

省省  略略

問いづくりワークの成果物一覧


